
【４月】
 18（土）：授業参観、PTA総会、部活動総会
　　　　　  ノー部活
�20（月）：特別⽇課(４時間授業)、避難訓練
�21（火）：家庭訪問１(励徳⼩校区)、全学調(３年)
�22（水）：研修日課、ノー部活、検尿1次①
 23（木）：家庭訪問２(励徳、⼟喰、上永富)
　   全学調(3年)、体育⼤会結団式、検尿1次②
�24（金）：内科検診(1年、3年男⼦)
�27（月）：家庭訪問３(中・下永富、原町、⼆和⽥)
�28（火）：家庭訪問４(⼤窪、今、境、坂貫)
�29（水）：　　 昭和の日
 30（木）：家庭訪問５(古閑、名越⾕、三加)
【５月】
 ���1（金）：⽣徒集会、PTA運営委員会
　3（日）：　　  憲法記念日
　4（月）：　　  みどりの日
　5（火）：　　  こどもの日
　6（水）：  　 休⽇
　7（木）：ＧＷ明けですが、がんばりましょう！　   
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　☆は今年度転⼊の職員です。
☆校長      瀧森 智  天草市⽴天草中学校より
　教頭      岡村 千春
　事務⻑     古澤 修代
　教務主任    波⽥地貴志（理）※１.２年の副担任も兼
　                剣道部
　事務主査    井上 美来
☆１年主任　   藤城 和多（国）松橋中学校より 野球部
　１年担任    ⾚星 彰則（社）⽣徒指導・研究主任 野球部
　学習⽀援員   ⿅釜由佳⼦
　２年主任    松原 ⼆朗（数）⼈権教育主任 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部
☆２年担任　   今⽥ 圭哉（保体）中央中学校より ｻｯｶｰ部
　学習⽀援員   吉成智恵美
　３年主任    ⽥島 公敏（⾳）安全・防災主任 陸上部
　３年担任    遠⼭ 美紀（美）特別活動・⽣徒会 陸上部
☆３年副担任　  中村 祐⼦（英）進路指導主事 宇⼟鶴城中学   
　                校より 
　学習⽀援員   ⻑⾕川 覚
やまびこ学級担任　新垣沙弥加   給⾷主任 剣道部
くすのき学級担任　佐伯 和美
　養護教諭    藤本美砂⼦   保健主事
☆栄養教諭　   稲⽥ 愛  ⼋代郡氷川町⽴氷川中学校より
　                ⾷育担当
　図書館司書   岡村 美穂
教員業務支援員  稻⽥⼆⽉花
心の教室相談員  紫垣富貴⼦
　⽤務員     松本 信⼀
　⾮常勤講師   ⼋間川隆彦（技術）
（家庭科指導　  浅井 由紀(中央中在籍)）  
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令和８年度砥用中教職員の紹介

チーム砥用中がんばります。
よろしくお願いします！

新入生代表が力強く
堂々と、中学校生活
を頑張ることを宣誓
しました。　   
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